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第23回沿海鉱物資源探査集団研修コｰスはじまる

昭和42年度に開設された本研修コｰスは本年度で第

23回目を迎えこれまでの研修終了者数は34ケ国234

名にも達します.本年2月には11年ぶりにペルｰ･

ブラジルを対象に巡回指導斑が派遣され帰国研修員の

活動情況各国内における沿岸海域の鉱物資源探査の実

情等の調査が実施されました.この巡回指導について

は別途詳しく報告がたされるはずですカミ巡回指導にお

ける帰国研修員との面談では研修で学んだ事以上に

日本での生活特に皆様方に親切にしていただいた事

が研修員にとっては深い思い出として残っている事を知

らされました.さて本年度はブラジルキュｰバ

ィソトインドネシア韓国マレｰシアフィリピソ

シエラ･レオｰネタイの9ケ国より10名の研修員を迎

え5月29目より技術研修が開始されました.はたして

今年の研修員は如何たる思い出を残し帰国いたLます

やら.それでは各研修員を御紹介L日本と日本人に

ついての第一印象をそれぞれ研修員に尋ねてみましょ

う.

す.次から次とはじめてのものぱかりで

のの起源を知ることたどとてもできるものではありませ

ん.こうして日本での時間はあっという問に過ぎてい

ってしまいます.

日本の人次の特質で印象的なのは正直さと正義感であ

ります.つまり結果はどうであれ正しいことは正
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Caddah(ブラジル)通称ル

イスブラジル石油分社

(ヘト団ブラス)地質技師

これまで約40目日本に滞

在しました.これは多様

で複雑な日本の生活を知る

にはまだ不充分た時間と言

えます.文化歴史作

法芸術社会的行動だと

毎目新しいものに遭遇しま

そうしたも

しい悪いことは悪いたからこそ我々は日本の人表を

信じることができるのです.もうひとつ重要な点は高

度た意味でのr自己批判｣であります.日本の人々は

課を犯すことを大変気にしやることすべてが上首尾で

あるようとても丁寧でかつ慎重に事を運びます.また

常に他人の人格を尊重Lようと努めています.さらに

日本では思考の同一性を発見することが容易でありま

す.何故たらおそらく誰もがいい学校で勉強する機会

に恵まれ世代から世代への知識を受け継ぐことができる

ためでしょう.これ故に日本は短い聞に非常に発展し

た段階に到達することができたのでしょう.ここでは

他の多くの国で見られる如き互いに傷つげ反目しあう

姿は見られません.日本の人々に見られるもうひとつ

の重要た点は自然疫学環境問題への配慮でありま

す.日本人の人々は植生の保護に強い関心を払ってい

ますもっと広義には自然科学そのものに強い関心を払

っていると言えます.たぜたら日本の人々は庭園花

木岩石山々等を大変好んでいるようです.日本に

おける自然を含めた歴史の展開は非常に速くそれが日

常生活に深くかかわりかつ影響を及ぼしているようで

す.

Rome1OjedaCesar(キュ

ｰバ)通称ロメル国立

地球物理公社技術主任

私は本年5月10目に来.

回しました.まだほんの

数箇所しか知りま畦んが

この国は素晴らしい人表の

いるとても良い国だという

ことが分りました.成田

空港に到着して以来他の

国ではありえたいような温

かい歓迎を受けたのでその後ずっといい気分で遇してい

ます.日本の人々は仕付けが良く尊敬できる人表で

す.こんたすごい国には行ったことがありません.

日本についての記事やニュｰスなどを見たり読んだり

していますが実際にここに住んで自分の目で確かめる�
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ことほど確かなことはありません.本当に素晴しい

いろんな日本の人々と会ったり他の場所を訪問Lたり

する度に同じ印象を受けます.もうひとつ気がついた

のは日本が極めて衛生的た国であることです.私は若

干生態学について学んだこともあり清潔なこの国では

どこにいっても居心地がいいです.沿海コｰスについ

ても満足です.ひとつにはこれまでの研修で以前私の

知らたかった方法を学ぶことができたことまたこのよ

うな探査手法に関する知識を得ることが真の来日の理由

であるためです.私は地球物理家ですから物理探査の

方法について深く学びたいと思っています｡Lかした

がら地球科学の進歩はめざましくまたすべての分野が

互いに関連しあっています.このコｰスでは広い分野

について学ぶことができ沿海鉱物資源探査の多くの方

法を習得することは私個人のみたらず我国にも有益たこ

とであると思います.またこれは本コｰスの功績でも

あり将来の日本と我国との関係発展に大きく寄与する

であろうと思われます.また忘れてならたいのは周り

の人々の温い協力です.家族と離れて日本にいる我々

の生活を楽しいものにしてくれるからです.私にこの

素晴らしい国で本コｰスに参加させてくれたJICA.GSJ

および日本政府に感謝いたします.

島国についていろんたことを伝聞してきました.

いつかきっと行ってみたいと思っていましたが

力事業団の沿海鉱物資源探査コｰスの研修員に選ばれや

っと来日が実現しました.

本年5月11目東京国際空港に到着L筑波インタｰナ

ショナルセンタｰ(TBIC)に連れてこられました･フ

ロントの人達が僕を温かく迎えその後僕に割り当てら

れた部屋まで案内してくれました.部屋に入るとすべ

てがきちんと整理されており暮らし易そうに感じました

このことだげでも当地の人々の誠実さと温かさが分か

りました.TBICでの生活はとても快適で施設ユテ

ィリティや規則についても明確に説明がたされました｡
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(インド)通称パルアイ

ンド石油分杜油層工学技

師長

目の昇る国日本に来る

のはこれが初めてです.

長いこと心に描いていた夢

がやっと実現しました.

学生時代のみたらず仕事に

ついてからも穏やかで愛す

べき人六の住むこの小さな

僕は

国際協

これも日本の人序が外国人に対しいかに気遣い手厚い

もてなしをするかを物語っています.研修室は大変配

慮がいきとどいていて研修員は講義の成果を十二分に

得れるものと思われます.コｰスのスタッフは私達が

無駄な気遣いをしたくて済むよう充分た配慮をLてくれ

ています.私達は研修についてであれ個人的なことに

ついてであれ何の遠慮もしたいで質問することができま

す.特に僕の第一印象を述べるまでもたくここでは

すっかりくつろぎ元気に過しています.高度な生活水

準現代的生活様式を舌たらしたその途方もたい科学技

術の発展を遂げたにもかかわらず日本の人表は心で人

と接しています.温かみ誠実さ獣心わけへだて

のなさみんた同じ人間だという一体感を感じます.

私達も平和と平静さとともにその繁栄の道をたどってい

きたいと思います.日本は僕が長年心に描いていたと

おりの国でした.

MinGeouHoug(韓国)

通称ミソ韓国動力資源研

究所海洋地質部海洋地質研

究員

私にとってはこれが2

回目の来日です.最初の

来日は4年程前のことです

がその時の滞在日数は23

日間という短いものでし

た.次に私の日本につい

ての印象を述べます.ま

ず神社仏閣の祭礼･祭祀等の伝統や文化がよく維持･保

存されていると思います.人表がこうしたことを念頭

においていることに私は感動を覚えました.北海道研

修旅行中はバスであちらこちら見てまわる機会を得まし

た.づくほど比べると自然環境が大分違っています.

韓国も寒い時はあるのですがこの時期雪を頂いた峰

六を仰ぐことができるとは思ってもみませんでした.

それにしても北海道では太古からの森林がよく保存され

ているので驚きました.これは我国と比較した場合

とくに顕著た相異といえます.また機械装置や設備の

自動化及びリモｰト･コントロｰル化が大変進んでいる

ことは情報としては知っていましたが今回各所を見学

しその発達の程度および規模にあらためて驚きまし

た.最後にもうひとつ強い印象を受けたことは日本

の人々の生活と韓国の人達のそれとは極めて高い類似性

カミあるという点です.
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